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電磁両立性－第３－２部：限度値－ 

高調波電流発生限度値 

（１相当たりの入力電流が２０Ａ以下の機器） 
正 誤 票 

区分 位 置 誤 正 
本体 7.3 b) 

1) 
 
 
 
2) を追加 

…ピーク（半周期に幾つかのピークがある

場合は最後のピーク）は，65°又はそれよ

り前にあって，かつ，90°より後ろで零に

ならなければならない。 

この部分を削除 
 
 
 
 
2) 基本波入力電流に対する百分率で示され

る第 3 及び第 5 高調波は，それぞれ 86 ％，

61 ％を超えてはならない。 
さらに，入力電圧の零クロスを 0°として，

入力電流の波形は，60°又はそれより前で立

ち上がり，入力電流のピーク（半周期に幾つ

かのピークがある場合は最後のピーク）は，

65°又はそれより前にあって，かつ，90°よ

り後ろで零にならなければならない。 
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